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1.研究の背景と目的：　　　近年、私たちを取り巻く環境はめざましく変化し、様々な

生き方や家族のあり方が社会的に認められるようになってきた。食生活や住まい方に関し

ての認識も多様化し、台所や食事室のあり方にも今までとは違った機能が求められ、家事

観や食事観などにも相違が見られるのではないかと考えられる。本研究では女性の年代別

にそれらと家族の形態やライフサイクルとの関連をとらえ、21世紀に向けてこれからの台

所像を探ろうとするものである。
2.研究の概要:　　　　1999年10月に、本学生活科学部卒業生4373人に、食生活の外

都化、調理や食事に要する時間、食事観、食品の安全性、食生活に関わる環境問題等につ

いてアンケート調査を実施した。1723通を回収し、回収率は39.4%であった。その結果を

女性の年齢を20代から70代の６段階に分けて分析した。

3.結果及び考察：　　　年齢が高いほど外食やデリバリーの利用頻度が少なくなってい

る。また食品を選ぶ際には、発ガン性物質や保存剤等に気をつけ、安全性に配慮しており、

食事時間は長く、特に鯛理の時間がかかっていた。環境問題意織については、年齢が高い

ほど生ゴミの処理や油を下水に流さないなどの意識が高く、逆に年齢の低いほうはペーパ

ー類を安易に使用していることがわかった。しかし、いずれの世代も食生活と団らんの関

係については、団らんのあり方が多様化し、食事の重要性は家族によって違ったものにな

るという意見が主流を占めていた。本研究は卒論生の川田菜穂子氏との共同研究である事を

ここに記し､感謝の意を表します。

2Kp-5　　乳幼児がいる家庭の住まい方に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正岡　さち（島根大）

　【目的】近年の住宅は高気密・高断熱化が進み、室内空気汚染が大きな問題となってお

り、特に、住宅内にいることが多い主婦や子どもへの影響が指摘されている。住む側から

すれば、住まい方にも十分な注意が必要な時代になってきたといえよう。そこで、本研究

では、乳幼児がいる家庭の室内環境に関連した住まい方について調べるとともに、住まい

手の疑問点や問題点を明らかにすることを目的とし、研究を行った。

　【方法】調査対象は3歳以下の乳幼児がいる家庭の保護者とし、乳幼児検診会場及び松江赤

十字病院・松江生協病院において配布し、郵送により回収した。調査期間は平成11年10月

上旬～11月中句、配布数は537票、有効回収数は256票、回収率は47.6％である。調査項

目は室内外の環境、掃除の実態、冷暖房器具・空気清浄機の仕様状況、子どものアレルギ

ー疾患の状況、養育上の不安・疑問点等である。

　【結果及び考察】①居間の掃除については、毎日する家庭が多かったが、子どもと一緒に

過ごす時間が多く、子ども人数が多く、末子年齢が低いほど、その傾向が強かった。②子

どもにアレルギーがある家庭は2割弱で、その有無によって様々な影響が認められたが、多

くの場合、アレルギーが「有」より「おそらく有卜と考えている人の方が多くの点に気を

配っている傾向があった。③室内空気環境に対する不安・疑問点については、「ダニ・カ

ビの害が心配」が最も多かったが、末子年齢が低いほどペットやタバコの害について不安

に思っている傾向があった。
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